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学生の成長を可視化し、 

教育の質保証へつなげるために必要なこと 



納得感が高まることで
活用（教育改善）
が進み、それが指標
に表れることでさらに
納得感が増す 

「学修成果の可視化」を機能させるために必要なこと 2 

⑤ 
 

結果の検証 

④ 
評価の実施 

③ 
評価指標・ 
ツールの開発 

② 
「成長」を評価する 

指標体系の検討 

① 
育成したい 

人物像と 

「成長」の定義 

・学生の成長の姿を反映しているか？ 
・カリキュラムの特徴や教育成果を反映しているか？ 

⑥ 
教育実践・施策 

への反映 

B：指標の納得感を構成するもの 

⑥’ 
指標の納得感 

の形成 

→ 共通言語化 

（適宜見直し） 検証サイクル 

「学修成果の可視化」のためには、妥当性・信頼性の高い評価ツールを開発することは必要不可欠だが、 

  それだけでは不十分。評価の実施前の「全体設計」と、実施後の「評価結果の読み解き」をいかに深い 

  レベルで実施し、評価結果を活用できるか？が重要（なはず） 

⇒ 各大学で、学修成果の評価方針（アセスメント・ポリシー）と評価指標の体系を設定し、 

  様々な評価ツールに基づく評価結果を、その評価指標体系の中に紐づけていく必要がある。 

※ 教員による評価、 
  客観テスト、アンケート 
  などを含む多様な評価指標 

「評価のための評価」 
で終わるパターン 

腹落ち感 

・指標のどこに、何が反映されるのか？ 
・指標の高低は何を意味するのか？ 

肌感覚 
の蓄積 

・改善のために、何をどうしたらいいのか？ 役立ち感 

A：評価指標の納得感を高めるために、 

   あらかじめ必要なこと 

成長の定義 

指標の体系化 

・何を持って「成長した」とするのかの定義と 
 イメージの共有 
・育成したい人物像の明確化 

相互作用 

上記のステップ①から丁寧に作っていき、機能する「学修成果の可視化」に挑戦（共同研究の狙い） 

・何の情報をいつ・どうやって取得するかの設計 
・指標間の関連をどのように想定するかの検討 
（指標の構造化） 



それでは、 

 

  育成したい人物像と「成長」の定義 
 
とは・・・？ 
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 「育成したい人物像」を構造化したモデル（例） 4 

https://www.moe.gov.sg/education/education-system/21st-century-competencies 

← 【Core Values】 
 

  ・ Respect 
  ・ Responsibility 
  ・ Integrity 
  ・ Care 
  ・ Resilience 

出典：シンガポール教育省による、人材育成目標のフレームワーク 

Framework for 21st Century Competencies and Student Outcomes  



出典：リクルート 『Works』  No.57、2003.04-05、p.9  

 能力要素を構造化するモデル（例） 5 

特集「コンピテンシーとは、何だったのか」  文・構成：海老原嗣生 

 https://www.works-i.com/pdf/w_057.pdf 



 幼児教育の資質・能力モデル 6 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申） 
（中教審第197号）  別添資料1/3 より   平成28年12月21日 中央教育審議会 



「学修成果の可視化」の課題 その① 
 

 

    能力要素および要素間の関係を 

    どのように捉え、表現するか？ 
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  能力を見取る観点ができたとしても、それだけでは 

  「できていないとき、どうしたらいいか」（打ち手）がわからない。 

 

 

 

「学修成果の可視化」の課題 その② 
 

 

  「打ち手」につなげるためには、   
 

  プロセス＆因果関係の解明（どこに課題があるのか）と 
 

  環境・周囲の支援との関係の整理が必要。 

 

 

 これをどう表現するか？ 
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新しい 

状況への 

適用 

P 

具体的
経験 

 

D 

教訓の 

引き出し 

A 

内省 
 

C 

成長のプロセスと周囲の支援との関係を整理したモデル（例） 9 

出典：松尾睦（2011） 『職場が生きる人が育つ「経験学習」入門』ダイヤモンド社 

育て上手な指導者の指導方法 

経験学習 

進捗確認と相談 

ポジティブ・フィードバック 

内
省
の
促
進 

目
標
の
ス
ト
レ
ッ
チ 

・ 懸命に手を伸ばせば届く目標を立てさせている 
・ 成長のイメージを持たせている 
・ 成長を期待していることを伝えている 

・ 成功失敗にかかわらず、まずは労をねぎらっている 
・ まずよい点を伝えてから、問題点を指摘している 
・ 普段の仕事の中で成長したと感じた部分を伝えている 

・ 成功失敗の原因を本人に語らせている 
・ 成功失敗のパターンを認識させている 
・ より良い方法を考えてもらっている 

・ こちらから声をかけている 
・ 定期的に個別ミーティングを行い、しっかり聞いている 
・ こまめに時間をとり、取り組みが見えるようにしている 

★ 育て上手な指導者が、普段実施していること 
（指導者の上司による指導力評価と 
 相関が高かった項目を因子分析したもの） 



学習指導要領の改訂（図画工作、美術、芸術） 10 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申） 
（中教審第197号）  別添資料2/3 より   平成28年12月21日 中央教育審議会 



  プロセス＆因果関係の解明や、環境・支援との関係が 

  整理できたとして・・・ 
 

 

 

  「学修成果の可視化」の課題 その③ 
 

 

      うまくいっているかどうかを知るための 

      評価指標をどう設定するか？ 
 

 

   プロセス＆因果関係に指標を紐づけたモデルが必要 
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プロセスに指標を紐づけたモデル（例） 12 

出典：山田剛史（2013） 「学びと成長を促すアセスメントデザイン」 進研アド 『Between』10-11月号、p.33 

IEEOモデル（IEOモデルの改良版） 



＜４つの視点＞ 

財務の視点 

顧客の視点 

業務プロセスの視点 

学習と成長の視点 

出典：松原恭司郎（2010） 『【松原流】戦略マップ／ＢＳＣ〈バランス・スコアカード〉 実践教本』 日刊工業新聞社 
    （P.47、52、56をもとに作成） 

：視点 

    ：戦略テーマ 

   ：戦略目的 

：ＫＰＩ 

  ：目標値 

戦略マップ 

要素と因果関係を整理し、指標と紐づけて分析するモデル（例） 13 

BSC（バランス・スコアカード） 

＜凡例＞ 



これらの課題を乗り越えるために・・・ 
 

  ① 能力要素およびそれ以外の要素をレイヤー分けて整理し、 

  ② プロセスと因果関係を組み合わせて構造化・モデル化し、 

  ③ 要素と評価指標の紐付を行ってみた。 
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課題 その①  能力要素および要素間の関係をどのように捉え、表現するか？ 

課題 その②  「打ち手」につなげるためには、 

            プロセス＆因果関係の解明（どこに課題があるのか）と 
 

            環境・周囲の支援との関係の整理が必要。 

課題 その③ うまくいっているかどうかを知るための評価指標をどう設定するか？ 

         （プロセス＆因果関係と指標の紐づけ） 



 要素の構造化 「学びと成長のプロセスモデル」 15 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

サイクル（学びのプロセス）がうまく回るかどうかは、「本人の状態（能力・スキルレベルと意識）」 と 
「大学の働きかけ」の相互作用によって決まる 

学習行動 

学び方 

学びとりの質 
（ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ） 

満足・楽しさ 

動機づけ 

知的好奇心 

達成動機 

キャリア発達 

対人関係力 

学習方略 

内省力 

大
学
の
取
り
組
み
・
働
き
か
け
（
教
育
・
学
習
環
境
） 

成長への期待 
や見通しを 

持たせているか？ 

学びや進路実現 
への動機づけ 
ができているか？ 

適切な学習負荷を 
かけているか？ 

「大学生」の学び方を 
身につけさせているか？ 

成長や楽しさを 
実感できる 
内省や協働の 

機会を与えているか？ 

計画・実行力 

思考力 

大学への望ましい
適応状態を 
作れているか？ 

見通し・期待 
（目標設定） 

背伸びした目標設定の
機会を与えているか？ 
（切磋琢磨の場、ロー
ルモデルの提示など） 量 

  × 
    質 

大
学
の
取
り
組
み
・
働
き
か
け
（
教
育
・
学
習
環
境
） 

粘り強さ 

自己肯定感 

＜能力要素＞ 

＜学びのプロセス＞ 

参考： http://berd.benesse.jp/koutou/opinion/index2.php?id=4931 



モデルへの反応 

    「話としては理解できる」 
    「アセスメントの測定内容の説明としては納得できる」 
     

    でも…「もっとシンプルにしないと、実践には使えない」 
 

 

作った本人以外は使えない・・・？ 

それでは、一緒につくるところから始めよう。 

 

 

ということで、 

 

  飛躍的に成長中と思われる学生へのインタビューをもとに、 

  帰納的に、「すごい学生は何がすごいのか？」を言語化。 

 

  ↓ 

 

  共通する要素を取り出してみた（関東学院大学） 
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「成長」プロセスに共通して見られた要素 17 

関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017） 
  『学生の成長プロセスを可視化する実践的研究』 p.09参照   http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/ 
   

インタビュー調査をもとに、多くの学生の語りの中で出てきた要素を抽出した。 



 関東学院大学版「学びと成長のプロセスモデル」 18 

関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017）  
  『学生の成長プロセスを可視化する実践的研究』 p.10参照  http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/ 
   

「成長のレディネス」の意味 
 

  ① 成長に向かう姿（成長の定義）を実現するために必要な要素（a～dを支える要素） 
  ② 経験や出来事、与えられた環境を「トリガー」（成長の契機）として機能させるために必要な力 
    ＝ 経験、出来事、環境に意味づけをして成長行動へとつなげる力 

＜成長に向かう姿＞ 
  ＝本研究における「成長」の定義 
 

（a）将来にむけた目標設定があり 
（b）そこに向けて自分が今何をすべきかを意識化でき 
（c）目標の実現に向けて具体的な行動を起こし 
（d）その行動の結果から何かを学び取って 
（a）次の目標設定につなげている 
 

 → 「成長」を能力水準の伸びではなく、 
    「状態」として定義 

「成長」 プロセスに 
共通する要素の構造図 



「学びと成長のプロセスモデル」に沿っての成長の見取り 19 

関東学院大学、ベネッセ教育総合研究所、ベネッセi-キャリア（2017）  
  『学生の成長プロセスを可視化する実践的研究』 p.19参照   http://berd.benesse.jp/featuere/focus/17-report/  

観点別に○△×がつけられる、議論ができる 
 

  ＝ ざっくりとではあるが、規準（のりじゅん）と基準（もとじゅん）を共有できる状態に。 



一連の研究プロセスの中で、何をしてきたのか？（振り返り） 
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④ 
評価の実施 

（アセスメント） 
・・・ 

行きつ戻りつしながら、共通認識を作りつつあるところ。 

次の課題は、実践にどう生かすか。 

 

    ★ 池田先生から、共同研究でいただいたコメント 

 

      「シンプルに」「意思疎通ができるモデル」 
 

 

→ 使う場面から逆算してモデル化しないと、結局は使われない？ 

   網羅性・正しさよりも、使えるかどうか。 

 

中間まとめ 

⑤ 
 

結果の 

検証 

① 
育成したい 

人物像と 

「成長」の定義 

② 
「成長」を 

評価する 

指標の検討 

③ 
評価指標・ 
ツールの開発 

（今ある情報を
最大限活用） 

④ 
評価の
実施 

⑤ 
 

結果の 

検証 

① 
育成したい人物像
と「成長」の再定義、
成長プロセスの 

解明、言語化 



では、可視化した結果を、どう使いたいのか？ 

 

   意思決定・行動選択を支援するもの 

 

   予測妥当性に基づく場合分け 

      →○○の場合は××するとよい、が分かるもの 

        ＝ 評価の結果をもとに、 

           ・ 教え手が、何を支援したらよいかが分かる 

           ・ 学び手が、次に何とすべきかが分かる 

 

 

スモールステップでフィードバックできる、学生評価の観点を可視化したい。 

意思決定・行動選択の余地がなければ、「見取り」に意味が生じない。 

 

   ＊アンケート調査でも、取りうる選択肢がなければやっても意味がない 

    （それを聞いてどうするの？という状況に。） 
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「学修成果の可視化」の前に、行動（学習者自身＋学習支援者）の選択肢 を 

洗い出す必要あり。 

○○が～～だったら、私は××する、というリスト。 

 

可視化の方法論開発と、実践の開発はセットになっていなくては機能しない。 

 

   ・ 可視化した先に、何をするのか？ 

   ・ 何を知りたくて可視化するのか？ 

 

をしっかり議論する必要があるのではないか。 

 

 

 

    関東学院大学・追手門学院大学のみなさま、いかがでしょう？ 

    後でディスカッションしましょう （予告） 
 

 

22 研究の中間仮説 


